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（写真）PDVSA “PDVSA 石油・ガス事業で米 Schlumberger、英 Shell と合意を締結” 

 

 

２０２６年６月１０日（水曜） 

 

政 治                     

「暫定政権 約３５０万人の公務員給与体系精査」 

「米国 麻薬対策でベネズエラ当局と協力」 

「暫定大統領 中南米首脳の支持率で下位に」 

経 済                     

「OFAC 石油・鉱業関連ライセンスを拡大 

～紛争解決地に英・仏・シンガポールを追加～」 

「PDVSA  Schlumberger と石油・ガス分野で提携」 

「Reliance、PDVSA との原油供給契約再開を検討」 

社 会                     

「殺人発生件数は１０万人当たり１．２件に低下」 

 

２０２６年６月１１日（木曜） 

 

政 治                     

「暫定政権 イタリアとの協力強化を検討」 

経 済                     

「暫定政権 Shell と Loran ガス田開発などで合意 

～PDVSA 総裁、Shell 役員 Muscar 施設を視察～」 

「暫定政権 石油契約草案から解除条項を削除」 

「５月産油量 日量１１７．９万バレルに増加」 

「対米原油輸出 ５カ月で２５年実績を上回る」 

「Centerview 債務再編報酬は２億ドル規模か」 

「電力法改定案 再エネ・遠隔地発電優遇に限定」 

「JPMorgan ベネズエラ債務再編の信頼性注視」 
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２０２６年６月１０日（水曜）             

政 治                       

「暫定政権 約３５０万人の公務員労働体系精査」       

 

５月２６日 デルシー・ロドリゲス暫定大統領は、政府 

組織の見直しに向け、「再編・再構築特別委員会」を発

足させた（「ベネズエラ・トゥデイ No.1375」）。 

 

６ 月 １ ０ 日  同 委 員 会 の 代 表 を 務 め る Héctor 

Rodríguez 領土・社会主義担当副大統領（以下、Rodríguez

委員長）は、見直し検討の進捗状況について説明した。 

 

Rodríguez 委員長の説明によると、現在ベネズエラには

３５０万人の公務員がいる。また、３５の省があり、各

省の傘下には多数の国営組織が存在していると説明。 

 

これらの組織の中には、機能が重複している組織もあり、

行政組織の簡素化や省庁統合の可能性を検討している

という。 

 

Rodríguez 委員長は、現行の行政構造を見直すためには、

法制度全体の再検討が必要になると説明。 

 

一連の見直しについて、公務員の雇用と所得を保護し、

社会的権利を保証しつつ、公共サービスの質と効率を改

善することが目的と説明している。 

 

同委員会は９０日以内に見直しを終え、組織見直しの提

案を行う予定となっている。 

 

従って、８月下旬以降に具体的な進展があることが予想

される。 

 

 

 

 

「米国 麻薬対策でベネズエラ当局と協力」         

 

６月１０日 米国のピート・ヘグセス国防長官は、キュ

ーバにあるグアンタナモ米国海軍基地での発言の中で、

ベネズエラに関連する麻薬対策について、近く新たな発

表を行う見通しを示した。 

 

米国政府は、地域内で活動する犯罪組織や麻薬密輸ネッ

トワークへの対応を強化する方針だという。 

 

ヘグセス長官は、ベネズエラ情勢と米国の安全保障上の

取り組みを結び付けて説明。ベネズエラを米国にとって

の重要なパートナーと位置付け、ベネズエラ当局も麻薬

対策に取り組む用意があると述べた。 

 

詳細な措置や実施時期については明らかにしなかった

が、米国は麻薬取引に関与する「テロリスト集団」への

対応を強めるとの姿勢を示した。 

 

「暫定大統領 中南米首脳の支持率で下位に」         

 

中南米各国の政治家の支持率、イメージ調査、選挙情勢

分析を発表している世論調査・政治コンサル系の調査会

社「CB Global」は、６月時点の中南米首脳の支持率ラ

ンキングを公表した。 

 

同調査によると、調査対象の中で最も支持率が高かった

のはエルサルバドルの Nayib Bukele 大統領で、６９．

１％が肯定的に評価（うち４２．１％が“とても良い“、

２７．０％が”良い“）。 

 

ロドリゲス暫定大統領は調査対象となった１８カ国首

相の中で１７位。２９．５％（うち１３．３％が“とても

良い“、１６．２％が”良い“）が肯定的に評価した。 

 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/0f3e3f14c0e1d98201bd7a310d4d68a8.pdf
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表：ロドリゲス暫定大統領の支持率 

 

 

表：中南米首脳の支持率ランキング 

 

（写真）CB Global 

 

 

 

 

経 済                        

「OFAC 石油・鉱業関連ライセンスを拡大      

 ～紛争解決地に英・仏・シンガポールを追加～」           

 

６月１０日 米国の「外国資産管理局（OFAC）」は、ベ

ネズエラに関連する複数の制裁ライセンスを修正・拡大

した。 

 

今回修正された制裁ライセンスは、４６Ｃ、４７Ａ、４

８Ｂ、５０Ｂ、５１Ｂ、５２Ａ、５４Ａ。 

 

各制裁ライセンスの内容は以下の通り。 

 

GL４６C は、ベネズエラ産の石油、石油製品、石油化

学製品について、米国の既存企業による取引を認める内

容。原則として対象は米国への輸入を前提とする取引で、

肥料製品や肥料原料化学品も石油化学製品に含まれる。 

 

GL４７A は、米国産希釈剤のベネズエラ向け輸出に関

連する取引全般を認める内容。重質原油の生産・輸送に

必要な希釈剤の供給を可能にするライセンス。 

 

GL４８B は、米国法人・個人による物品、技術、ソフト

ウェア、サービスの提供を認める内容。対象は、ベネズ

エラにおける石油、ガス、石油化学製品の探鉱、開発、

生産に加え、電力の発電、送電、貯蔵、配電。 

 

GL５０B は、BP、Chevron、Eni、Maurel & Prom、Repsol、

Shell によるベネズエラでの石油・ガス事業関連の取引

を認める内容。 

 

GL５１B は、ベネズエラ産鉱物、GOLD を含む鉱物の

取引全般を認める内容。ただし、ベネズエラ国内での新

たな探鉱、開発、採掘、生産や新規合弁会社の設立は認

められていない。 
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GL５２A は、米国の既存企業による PDVSA および

PDVSA 関連会社との一定の取引を認める包括的なライ

センス。 

 

GL５４A は、米国法人・個人による物品、技術、ソフト

ウェア、サービスの提供を認める内容。許可対象はベネ

ズエラでの鉱物関連事業。 

 

今回の制裁ライセンスの修正点は主に２点。 

 

１点目は、紛争解決地の多角化。 

 

これまで契約準拠法を米国法または米国内の法域とし、

紛争解決も米国内で行うことを条件としていた。 

 

これに対し、今回更新された制裁ライセンス４６Ｃ、４

７Ａ、４８Ｂ、５０Ｂ、５１Ｂ、５２Ａ、５４Ａでは、

契約準拠法は引き続き米国内の州・法域の法律適用を条

件として定めているが、紛争解決手続きについては、米

国に加えて、英国、フランス、シンガポールで行うこと

が認められた。 

 

２点目は、ベネズエラ国内の法律・規制が適用される可

能性の追加。 

 

ベネズエラ国内での活動の一部については、ベネズエラ

の法律・規制が適用され得ることを契約条項に追加する

ことができるという注記が追加された。 

 

「ベネズエラの法律・規制が適用され得る活動の一部」

として、具体的に行政許認可、コンセッション、労働、

環境、健康・安全などが挙げられている。 

 

特に１点目の変更（紛争解決地の追加）については、ベ

ネズエラ事業に参入する外国企業にとって、参入障壁が

下がる変更と言える。 

 

 

「PDVSA  Schlumberger と石油・ガス分野で提携」                  

 

６月１０日  PDVSA は、米国系油田サービス大手

Schlumberger Limited と、石油・ガス分野における関係

強化で合意。 

 

カラカスのミラフローレスにて、デルシー・ロドリゲス

暫定大統領が見守る中、Schlumberger のオリビエ・ル・

プッシュ最高経営責任者（CEO）とエクトル・オブレゴ

ン PDVSA 総裁が覚書に署名した。 

 

発表によると、両社は石油・ガス分野における新たな協

力分野を具体化する。 

 

協力対象には、探鉱、掘削、石油ガス田の最適化に関す

る技術移転などが含まれる。 

 

Schlumberger 側は、生産・掘削の効率化に加え、デジタ

ル技術や AI を活用した協力にも言及した。 

 

また、報道では、Schlumberger が油井開発や原材料処

理に関する総合的な能力を提供するほか、鉱業分野にも

協力が広がる可能性があると報じられた。 

 

 

（写真）ベネズエラ大統領府 
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「Reliance、PDVSA との原油供給契約再開を検討」                  

 

現地経済系メディア「Banca y Negocios」は、インドの

エネルギー大手「Reliance Industries」が、PDVSA との

原油供給契約の再開を検討していると報じた。 

 

同メディアによると、Reliance は１５年前に PDVSA と

締結していた平均日量３０万バレル規模の供給契約に

近い枠組みを再び立ち上げ、将来的には供給量を日量４

０万バレルまで引き上げる計画だという。 

 

先週のインド訪問で、ロドリゲス 暫定大統領は、

Reliance が所有するジャムナガル製油所を視察した

（「ベネズエラ・トゥデイ No.1380」）。 

 

ジャムナガル製油所は世界最大級の精製施設で、重質原

油の処理能力を持つことから、ベネズエラ産原油の輸出

先として重要な位置を占める。 

 

コンサルタント会社「Kpler」によると、２０２６年５月

のベネズエラのインド向け原油輸出量は日量４７．７万

バレル。 

 

インドにとって、ベネズエラは、ロシア、アラブ首長国

連邦（UAE）、サウジアラビアに次ぐ、４番目の原油輸

入相手国となった。 

 

社 会                        

「殺人発生件数は１０万人当たり１．２件に低下」           

 

６月１０日 ディオスダード・カベジョ内務司法相は、

２０２６年前期時点の殺人発生率が１０万人当たり１．

２件に低下したと発表。ベネズエラの治安は過去５年に

渡って改善傾向にあるとの認識を示した。 

 

 

 

カベジョ内務司法相は、「治安面での問題が存在しない

とは言わない」としつつ、現在の殺人発生率は１０万人

当たり１．２件であると説明。 

 

なお、２０２５年の殺人発生率は１０万人当たり３件、

２０２４年は同４．１件と減少傾向にある。 

 

また、カベジョ内務司法相は、全国の拘留施設を点検し

た結果、拘留施設に収容されていた被拘禁者数を４０％

以上削減したと発表した。 

 

カベジョ内務司法相によると、軽微な犯罪で身柄が拘束

されたまま、裁判手続きが進まないケースが多数確認さ

れたという。 

 

国内の拘禁施設には現在５万８７１４人が収容されて

おり、このうち１万２４２５人は確定判決を受けないま

ま２年以上拘禁されているという。 

 

２０２６年６月１１日（木曜）              

政 治                       

「暫定政権 イタリアとの協力強化を検討」        

 

６月１１日 「イタリア・ラテンアメリカ国際機関

（IILA）」の Giorgio Silli 事務局長は、ベネズエラの

Jacqueline Faría 運輸相および Yván Gil 外相らと会談を

実施。 

 

交通インフラ分野における協力強化について意見交換

を行った。 

 

また、Yván Gil 外相によると、双方は、農業・カカオ生

産に関する技術協力についても意見交換を行ったと説

明している。 

 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/004453577b8dc5e6281c07b6d4a406f9.pdf
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経 済                       

「暫定政権 Shell と Loran ガス田開発などで合意    

 ～PDVSA 総裁、Shell 役員 Muscar 施設を視察～」            

 

６月１１日 暫定政権は、英国エネルギー大手「Shell」

との間で、Loran ガス田の開発・生産に関する初期フェ

ーズを開始するための合意を締結した。 

 

Loran ガス田は、ベネズエラとトリニダード・トバゴ（以

下、TT）の間に広がる海上大陸棚に位置する天然ガス

田。TT 側の Manatee ガス田と合わせると、埋蔵量は１

０兆２５００億立方フィートを超えるとされ、地域有数

の大型ガス田と位置付けられている。 

 

今回、暫定政権と Shell は合計５件の文書に署名した。 

 

このうち１件は Loran ガス田の開発・生産の第１フェ

ーズに関するもの。 

 

残る４件は、３月に締結したモナガス州北部での石油・

ガス関連事業に関するものとされる（「ベネズエラ・ト

ゥデイ No.1348」）。具体的には、モナガス州で生産され

る軽質原油の生産拡大、ガス処理設備の強化、Puerto La 

Cruz 製油所向け原料供給の改善などが含まれる。 

 

 

（写真）ベネズエラ大統領府 

 

 

また、PDVSA のエクトル・オブレゴン総裁と Shell の

ピーター・コステロ氏（探鉱・生産部門責任者）は、モ

ナガス州の Muscar 施設を視察。 

 

両者は、同施設での生産能力拡大やガス処理インフラの

強化に向けた作業を確認した。 

 

Muscar 施設は、Carito 油田、Pirital 油田で生産される

石油および天然ガスの処理に関わる重要施設で、国内産

業と発電部門を支える拠点とされている。 

 

 

（写真）Banca y Negocios 

 

「暫定政権 石油契約草案から解除条項を削除」           

 

Bloomberg は、関係者から得た情報として、暫定政権が、

民間企業による油田オペレーションに関する契約の草

案を見直し、「政府は公益上の理由により契約を解除で

きる」とする条項を削除したと報じた。 

 

契約草案は、PDVSA と民間企業が原油生産拡大に向け

て交渉する際の土台となるもの。 

 

当初の契約草案では、ベネズエラ政府に強い裁量権が認

められており、国際石油企業の間では投資リスクが高い

との見方が出ていた。 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/c6be9497a2c26ec6037fd2d4e2861626.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/c6be9497a2c26ec6037fd2d4e2861626.pdf
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特に、公益上の理由による契約解除が可能とされ、補償

も限定的であった点が、外資参入の障害と受け止められ

ていた（「ベネズエラ・トゥデイ No.1380」）。 

 

今回の修正は、外国企業にとって前向きな修正と言える。 

 

ただし、報道によると、修正後の契約草案も国際企業の

期待を完全に満たすものではなく、制裁ライセンスや仲

裁、準拠法との整合性について、個別交渉で調整される

見通しだという。 

 

「５月産油量 日量１１７．９万バレルに増加」            

 

OPEC は、加盟国の２６年５月の産油量を更新した。 

 

ベネズエラ石油省がOPECに報告した５月の産油量は、

先月から日量４．３万バレル増えて日量１１７．９万バ

レル。２０２６年１月から着実に回復している。 

 

 
 

一方、OPEC の第３者専門家の調べによる５月のベネズ

エラ産油量は先月から日量３．６万バレル増え、日量１

０７．２万バレル（暫定値）だった。 

 

 

 

「対米原油輸出 ５カ月で２５年実績を上回る」         

 

米国の「エネルギー情報局（EIA）」の暫定データによる

と、ベネズエラの２０２６年の対米原油輸出量は、６月

第１週までに累計５１５０万バレルに達し、約５カ月間

で２０２５年通年の原油輸出量を上回った。 

 

６月５日の週の対米輸出は前週比１．６％増の日量５７

万７０００バレル。前年同期比では３４４％増だった。 

 

２０２６年の週平均は日量３３万３０００バレルで、前

年同期比６９％増。直近４週間の平均では日量５６万８

０００バレルとなっている。 

 

また、ベネズエラは７週連続でカナダに次ぐ米国第２位

の 原 油 供 給 国 と な っ た （「 ウ ィ ー ク リ ー レ ポ ー ト

No.462」）。 

 

 

「Centerview 債務再編報酬は２億ドル規模か」         

 

Bloomberg は、米投資銀行「Centerview Partners」が、

ベネズエラの債務再編支援に関する財務アドバイザー

業務の報酬として、１．５億～２億ドルを暫定政権に要

求していると報じた。 

 

報道によると、契約草案には、債務再編が成功した場合、

債務総額の０．１％を成功報酬として支払う条件が含ま

れているという。 

 

多くの経済専門家が、ベネズエラの対外債務総額につい

て１５００億～２０００億ドル規模と見積もっており、

この場合、Centerview の報酬は１．５億～２億ドルに達

する可能性がある。 

 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/004453577b8dc5e6281c07b6d4a406f9.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/923ea30b0dfd864d44399b37556c41af.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/923ea30b0dfd864d44399b37556c41af.pdf
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「電力法改定案 再エネ・遠隔地発電優遇に限定」         

 

６月２日 国会は「電力サービス・システム組織法（以

下、電力サービス組織法）」の第１審議を承認した（「ベ

ネズエラ・トゥデイ No.1378」）。 

 

この法律は、民間部門にも電力事業の門戸を開く趣旨の

法律で、慢性的な電力不足に陥っているベネズエラの問

題を解決する重要な法律と考えられている。 

 

この電力サービス組織法は、引き続き国会で審議されて

おり、草案は公開されていないが、一部メディアでは電

力事業者に対する税制優遇が、再生可能エネルギーや遠

隔地発電などの限定的な分野に絞られると報じられて

いる。 

 

報道によると、電力事業の税制上の優遇措置は、石油・

鉱業分野のような広範な免税ではなく、一時的かつ条件

付きの内容になっているという。 

 

具体的には、環境負荷の低い代替エネルギー・再生可能

エネルギーによる発電、農村部・国境地域・アクセスが

困難な地域での電力事業などが優遇対象となるとされ

る。 

 

また、電力システムにとって重要であり、国内で生産さ

れていない資本財、機械、技術の輸入についても税制の

優遇対象になるという。 

 

「JPMorgan ベネズエラ債務再編の信頼性注視」         

 

JPMorgan は最新レポートで、ベネズエラ暫定政権が進

める債務再編について、６月に予定される見直しが「信

頼性を測る重要な試金石」になるとの見方を示した。 

 

 

 

JPMorgan によると、暫定政権は、「債務再編」「石油産

業の立て直し」「為替・インフレ対策」の３つの問題へ

の対応に尽力している。 

 

暫定政権は「包括的な債務再編」の開始を表明しており、

６月中に債務持続可能性分析とマクロ経済の枠組みを

投資家に示すようだが、検討の進捗状況や実現可能性は

不明である（「ベネズエラ・トゥデイ No.1376」）。 

 

JPMorgan は、債務再編には監査済みの債務残高データ、

質の高いマクロ統計、透明性のある財政情報の公表が不

可欠であると指摘。これらの要件を満たすことが出来る

かどうかが重要との見解を示した。 

 

また、通常のソブリン債務再編で重要な役割を果たす

IMF について、現段階では正式な関与は見込みにくい

と指摘。IMF はプロセスに参加していないと明言して

いる（「ベネズエラ・トゥデイ No.1379」）。 

 

以上 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/a985900a3ae5c54bc87ee9c099a5686a.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/a985900a3ae5c54bc87ee9c099a5686a.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/f792e2d8b34819657435e0dd13b9b2de.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/4bd56973a89e6c6070377348ff0d4708.pdf

